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子

 
 
は
じ
め
に

 
紀
女
郎
は
万
葉
集
中
に
十
二
首
の
和
歌
を
残
し
て
い
る
。
家
持
の
青
春
時
代

を
飾
る
相
聞
歌
人
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
歌
風
は
機
知
に
富
み
集
中
独
特
な
き

ら
め
き
を
放
っ
て
い
る
。
こ
の
小
論
で
は
、
紀
女
郎
の
怨
恨
歌
と
、
そ
の
背
景

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

 
 
一

 
万
葉
集
の
女
流
歌
人
の
大
半
が
、
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
辿
っ
た
の
か
わ
か
ら

な
い
よ
う
に
、
紀
女
郎
も
不
明
な
点
が
多
い
。
と
い
う
よ
り
わ
か
っ
て
い
る
点

が
少
な
い
。

 
父
は
紀
朝
臣
鹿
人
。
『
万
葉
集
』
巻
四
・
六
四
三
歌
の
題
詞
の
注
に
「
鹿
人

大
夫
之
女
、
名
日
小
鹿
也
。
安
貴
王
之
妻
也
」
と
あ
る
。
ま
ず
、
紀
朝
臣
鹿
人

の
出
自
、
紀
氏
は
建
内
宿
禰
男
紀
宿
禰
の
子
孫
で
石
川
朝
臣
と
同
祖
と
す
る
記

載
が
『
新
撰
姓
氏
録
』
（
左
京
皇
別
上
、
右
京
皇
別
上
）
に
あ
る
。
氏
名
は
紀

伊
国
に
よ
る
説
と
大
倭
国
平
群
三
婆
里
の
書
名
に
よ
る
説
が
あ
る
。
紀
伊
国
那

賀
、
名
草
、
有
田
、
日
高
等
の
諸
公
に
氏
人
が
分
布
す
る
の
で
紀
伊
を
本
拠
地

と
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
他
に
も
奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町
上
庄
の
地
に
紀
氏
神

社
が
あ
り
、
有
力
な
中
央
豪
族
の
一
つ
で
あ
る
。
大
納
言
と
な
っ
た
紀
大
人
、

紀
麿
申
納
言
紀
麻
呂
等
が
で
て
い
る
。
ま
た
紀
清
人
は
文
章
博
士
、
紀
男
人
は

『
陸
風
藻
』
の
詩
人
で
あ
り
、
紀
氏
は
政
治
だ
け
で
な
く
文
学
で
も
名
門
の
氏

②族
で
あ
る
。

 
さ
て
、
父
紀
海
人
で
あ
る
が
、
『
続
発
本
紀
』
に
、
「
正
六
位
上
…
…
紀
朝
臣

鹿
人
」
（
天
平
九
年
九
月
二
十
八
日
）
「
外
従
五
位
下
紀
朝
臣
鹿
人
為
二
主
殿
頭
」

（
天
平
九
年
十
二
月
二
十
三
日
）
「
三
従
五
位
下
…
…
紀
朝
臣
鹿
人
」
（
天
平
十

二
年
十
一
月
二
十
一
日
）
ま
た
「
手
絡
五
位
上
…
…
紀
朝
臣
鹿
人
」
（
天
平
十

二
年
十
一
月
二
十
一
日
）
「
外
従
五
位
書
紀
朝
臣
鹿
人
為
二
大
組
頭
乙
（
天
平

十
三
年
八
月
九
日
）
と
み
え
る
。

万
葉
集
に
は
天
平
五
年
に

 
○
 
紀
朝
臣
鹿
人
の
跡
見
の
茂
岡
の
松
の
樹
の
歌
一
首

 
 
三
岡
に
神
さ
び
立
ち
て
栄
え
た
る
千
代
松
の
木
の
年
の
知
ら
な
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
六
・
九
九
〇
）

 
○
 
同
じ
詩
人
の
泊
瀬
川
の
辺
に
至
り
て
作
る
歌

 
 
岩
走
り
激
ち
贈
る
る
泊
瀬
川
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
ま
た
も
来
て
見
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
六
・
九
九
こ

と
あ
り
、
ま
た
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○
 
典
鋳
正
紀
朝
臣
鹿
人
、
衛
門
大
尉
大
伴
宿
禰
稲
公
の
跡
見
の
庄
に
至
り

 
 
 
て
作
る
歌
一
首

 
 
射
目
立
て
て
跡
見
の
岡
辺
の
な
で
し
こ
が
花
ふ
さ
手
折
り
我
は
持
ち
て
行

 
 
く
奈
良
人
の
た
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
・
一
五
四
九
）

と
あ
る
。
舞
子
人
は
一
五
四
九
歌
の
題
詞
に
よ
れ
ば
、
家
持
の
叔
父
、
稲
公
の

跡
見
の
庄
を
訪
れ
て
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
な
で
し
こ
の
花
を
手
折
り
て
い
く
な

ど
風
流
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
稲
公
と
親
し
か
っ
た
よ
う
だ
。
典
鋳
正
は
正
六
位

上
相
当
官
で
、
衛
門
大
尉
は
従
六
位
下
相
当
官
。
年
齢
と
し
て
は
盗
人
の
ほ
う

が
年
上
か
と
考
え
ら
れ
る
。
跡
見
は
現
在
の
桜
井
市
外
山
の
あ
た
り
と
い
う
。

泊
瀬
川
も
近
い
。
鹿
人
の
歌
が
桜
井
の
跡
見
、
そ
し
て
泊
瀬
に
集
中
す
る
の
は

抗
論
の
庄
も
こ
の
近
辺
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
大
伴
氏
が
大
和
十

市
郡
（
橿
原
市
）
に
竹
田
庄
、
城
上
郡
（
桜
井
市
）
に
跡
見
庄
と
い
う
田
荘
を

も
つ
よ
う
に
他
の
氏
族
も
畿
内
に
田
荘
を
も
っ
て
い
た
。
ま
た
、
正
六
位
の
場

合
、
官
人
と
し
て
の
給
与
は
、
絶
三
疋
・
綿
二
屯
・
布
衣
端
・
鍬
一
五
口
に
す

ぎ
ず
、
こ
れ
を
米
に
亡
き
か
え
て
み
る
と
一
年
間
に
現
在
量
の
八
・
八
石
と
な

る
。
奈
良
時
代
の
中
、
下
級
階
級
の
官
人
は
そ
の
給
与
だ
け
で
は
充
分
で
は
な

く
平
城
京
の
外
の
本
拠
地
で
の
農
業
経
営
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
家
族
を
本
拠

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲

地
の
田
荘
に
住
ま
わ
せ
て
い
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
大

伴
氏
の
田
荘
の
一
つ
、
跡
見
庄
と
重
要
の
庄
と
は
近
接
し
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
稲
見
庄
へ
稲
公
を
「
奈
良
人
」
と
戯
れ
に
呼
ん
だ
の
は
、
紀
鹿
人

が
そ
の
土
地
の
田
舎
の
人
と
い
う
設
定
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
こ
れ
も
鹿
人
の

庄
が
こ
の
近
く
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
紀
鹿
人
と
大
伴
稲
公
は
親
し
い
間
柄

で
大
伴
氏
と
も
近
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
に
大
伴
家
持
と
紀
女
郎
と
の
相
聞

往
来
も
こ
の
あ
た
り
に
機
縁
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

 
 
二

 
紀
女
郎
の
夫
、
安
貴
王
は
、
天
智
天
皇
の
皇
子
、
志
貴
皇
子
の
孫
に
あ
た
る
。

志
貴
皇
子
の
子
、
春
日
王
を
父
と
し
、
ま
た
富
貴
王
の
子
は
市
原
王
と
い
う
系

図
に
な
る
。
安
貴
王
の
経
歴
は
『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
・
「
無
位
阿
紀
王
二
従

五
位
下
」
（
天
平
元
年
三
月
四
日
）
「
詔
授
…
…
従
五
位
下
直
貴
王
二
従
五
位
上
」

（
天
平
十
七
年
正
月
七
日
）
と
の
み
記
載
が
あ
る
。
安
貴
王
の
生
没
年
は
未
詳

 
 
 
 
 
 
 
 
ω

で
あ
る
が
、
「
選
叙
令
」
よ
り
あ
ら
か
た
の
推
定
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
律

令
が
浸
透
し
た
天
平
十
五
（
七
四
三
）
年
、
子
の
市
原
王
に
従
五
位
が
授
け
ら

れ
る
。
「
選
叙
事
十
二
・
3
4
」
に
「
凡
そ
位
授
け
む
は
、
皆
年
三
五
以
上
を
限
れ
。

直
し
蔭
を
以
て
出
身
せ
む
は
、
皆
年
廿
一
以
上
を
限
れ
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
選

叙
令
十
二
・
3
5
」
に
は
「
凡
そ
皇
親
に
直
せ
む
こ
と
は
、
親
王
の
子
に
従
四
位

下
、
諸
王
の
子
に
従
五
位
下
…
」
と
あ
る
。
市
原
王
が
二
十
一
歳
で
従
五
位
下

を
受
け
た
の
な
ら
、
彼
の
生
年
は
養
老
七
（
七
二
三
）
年
と
な
る
。
そ
し
て
、

父
安
日
立
と
八
上
采
女
事
件
は
後
述
す
る
が
養
老
五
（
七
二
一
）
年
頃
と
考
え

ら
れ
安
貴
王
が
あ
の
よ
う
な
長
歌
を
詠
む
に
は
十
八
歳
に
は
な
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
ま
た
天
平
元
（
七
二
九
）
年
に
安
面
嫌
は
無
位
よ
り
従
五
位
下
が
授
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
年
に
市
原
王
は
七
歳
。
盤
面
王
は
八
上
采
女
事
件
に
関
わ

り
復
位
し
た
か
あ
る
い
は
位
階
を
受
け
る
年
齢
が
遅
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
故
に
無
位
か
ら
従
五
位
下
と
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
あ
る
。
先
の
推
定
か
ら
す
れ

ば
安
貴
王
は
二
十
六
歳
以
上
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
安
迂
言
の
年
齢
に
つ
い
て
考
え
た
の
は
、
安
貴
王
と
工
合
采
女

事
件
と
紀
女
郎
の
怨
恨
歌
と
の
関
連
性
、
紀
女
郎
の
生
年
推
定
等
に
こ
れ
が
係

わ
っ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。

 
さ
て
、
万
葉
集
巻
四
に
は
、
安
重
立
と
八
上
采
女
と
の
恋
愛
事
件
を
記
し
て
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い
る
。

 
 
 
正
篇
王
の
歌
一
首
片
せ
て
短
歌

 
 
遠
妻
の
 
こ
こ
に
し
あ
ら
ね
ば
 
王
梓
の
 
道
を
た
並
み
 
思
ふ
そ
ら

 
 
安
け
な
く
に
 
嘆
く
そ
ら
 
苦
し
き
も
の
を
 
み
空
行
く
 
雲
に
も
が
も

 
 
高
飛
ぶ
 
鳥
に
も
が
も
 
明
日
行
き
て
妹
に
言
問
ひ
 
我
が
た
め
に

 
 
妹
も
事
な
く
 
妹
が
た
め
 
我
も
事
な
く
 
今
も
見
る
ご
と
 
た
ぐ
ひ
て

 
 
も
が
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
五
三
四
）

 
 
 
反
歌

 
 
し
き
た
へ
の
手
枕
ま
か
ず
間
置
き
て
年
そ
経
に
げ
る
逢
は
な
く
思
へ
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
四
三
五
）

 
 
 
右
、
安
貴
王
、
因
幡
の
八
上
采
女
を
嬰
る
。
係
念
極
ま
り
て
甚
し
く
、

 
 
 
愛
情
尤
も
盛
り
な
り
。
時
に
、
勅
し
て
不
敬
の
罪
に
断
め
、
本
郷
に
退

 
 
 
却
ら
し
む
。
こ
こ
に
、
王
の
心
悼
み
恒
び
て
、
い
さ
さ
か
に
こ
の
歌
を

 
 
 
作
る
。

 
こ
の
長
歌
反
歌
の
左
注
に
は
、
「
勅
断
不
敬
青
苧
」
と
あ
る
が
、
こ
の
解
釈

に
は
諸
説
あ
り
定
ま
ら
な
い
。
一
説
に
は
、
安
貴
種
が
采
女
と
密
通
し
た
こ
と

に
よ
り
不
敬
罪
と
な
り
本
郷
に
退
去
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
も
の
。
第
二
説
は
、

八
上
采
女
が
不
敬
罪
と
な
り
本
郷
の
因
幡
に
退
去
さ
せ
ら
れ
、
安
貴
王
は
親
王

な
の
で
、
罪
を
免
ぜ
ら
れ
た
。
第
三
説
は
、
安
諸
王
が
不
敬
罪
と
な
り
、
八
上

采
女
は
本
郷
に
退
去
さ
れ
た
。
第
四
説
は
両
者
と
も
に
不
敬
罪
と
な
り
各
々
の

本
郷
に
退
去
さ
せ
ら
れ
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
。
と
、
四
つ
の
説
に
分
類
さ
れ
る
。

 
采
女
は
「
其
れ
采
女
貢
せ
む
こ
と
は
、
郡
の
少
領
以
上
の
姉
妹
及
び
女
の
、

形
容
端
正
な
る
者
を
も
ち
て
せ
よ
」
（
「
後
宮
職
員
令
第
三
・
1
8
」
）
と
あ
り
、

膳
司
に
六
十
人
、
水
司
に
六
人
の
采
女
が
当
て
ら
れ
て
い
る
（
「
後
宮
職
員
令
第

紀
女
郎
試
論
の

三
」
）
。
ま
た
、
後
宮
の
采
女
・
女
嬬
ら
の
粁
は
、
「
本
罪
不
レ
応
二
配
流
一
、
而

特
配
」
（
「
本
条
本
注
」
）
と
さ
れ
た
か
、
後
年
天
平
十
一
年
、
十
四
年
に
流
罪

の
記
載
が
『
続
日
本
紀
』
に
あ
る
。

 
①
庚
甲
、
石
上
朝
臣
乙
麻
呂
、
久
米
連
星
売
を
肝
す
と
い
ふ
に
坐
し
て
、
土

 
 
佐
国
に
配
流
せ
ら
る
。
若
売
は
下
総
国
に
配
せ
ら
る
。
（
『
続
日
本
紀
』
天

 
 
平
十
一
年
三
月
二
十
八
日
）

 
②
…
…
強
盗
・
窃
盗
と
、
他
妻
に
肝
せ
る
と
、
中
衛
舎
人
、
左
右
兵
衛
…
…

 
 
使
部
と
は
赦
の
限
り
に
在
ら
ず
。
其
れ
、
流
人
、
穂
積
朝
臣
老
…
…
久
米

 
 
連
若
女
等
五
人
、
召
し
て
京
に
入
ら
し
め
よ
。
大
原
采
女
勝
部
豊
春
は
本

 
 
郷
へ
還
せ
。
小
野
王
・
日
奉
弟
日
女
・
石
上
乙
麻
呂
・
牟
礼
大
野
・
中
臣

 
 
宅
守
・
飽
海
古
良
比
は
赦
の
限
り
に
在
ら
ず
」
（
『
二
日
本
紀
』
天
平
十
二

 
 
年
六
月
十
五
日
）

 
③
冬
十
月
癸
未
、
従
四
位
下
塩
焼
王
、
鳴
せ
て
女
嬬
四
人
を
禁
め
て
、
平
城

 
 
獄
に
下
す
。
…
…
戊
子
、
焼
塩
王
を
伊
豆
国
三
嶋
に
配
流
す
。
子
部
宿
禰

 
 
小
宅
女
を
上
総
国
。
下
村
主
白
女
を
常
陸
国
。
川
辺
朝
臣
東
女
を
佐
渡
国
。

 
 
名
草
直
高
根
女
を
隠
伎
国
。
春
日
朝
臣
家
三
女
を
土
佐
国
」
（
『
翌
日
本
紀
』

 
 
天
平
十
四
年
十
月
十
二
日
、
十
七
日
）

①
の
久
米
専
売
は
藤
原
真
妄
の
室
で
百
川
の
母
。
血
合
は
天
平
九
（
七
三
七
）

年
に
天
然
痘
で
死
去
。
『
養
老
律
令
』
の
「
喪
葬
令
孫
二
十
六
・
1
7
」
に
よ
れ

ば
「
凡
そ
服
紀
は
、
君
、
父
母
、
及
び
夫
、
本
主
の
為
に
、
一
年
」
と
喪
に
服

す
べ
き
期
間
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
久
米
若
売
は
服
紀
を
す
で
に
過
ぎ
た
十
一

年
三
月
に
肝
の
罪
で
流
罪
と
な
っ
て
い
る
。
婚
姻
形
態
が
流
動
的
で
制
度
と
し

て
も
整
っ
て
い
な
か
っ
た
天
平
年
間
に
あ
っ
て
も
、
貴
族
の
名
流
、
藤
原
氏
の

寡
妻
妾
に
は
改
嫁
を
法
律
に
よ
っ
て
し
な
け
れ
ば
肝
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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石
上
乙
麻
呂
は
左
大
臣
石
上
上
麻
呂
の
第
三
子
で
、
従
四
位
下
左
大
弁
の
時
に

こ
の
罪
を
受
け
る
。
こ
こ
で
は
二
人
と
も
遠
流
の
罪
と
な
っ
て
い
る
。
③
で
は

王
で
も
粁
の
罪
に
よ
り
流
罪
と
な
る
例
で
あ
る
。
流
人
の
行
程
は
、
近
・
申
・

遠
の
三
流
で
、

 
（
近
）
越
前
・
安
芸

 
（
中
）
信
濃
・
伊
予

 
（
遠
）
伊
豆
・
安
房
・
常
陸
・
佐
渡
・
隠
岐
・
土
佐

と
な
っ
て
い
る
。
③
は
皆
い
ず
れ
も
遠
流
で
あ
る
。
塩
焼
王
も
伊
豆
三
嶋
に
配

流
さ
れ
、
王
と
し
て
の
罪
の
軽
減
は
な
い
。
ま
た
、
②
で
は
、
大
原
采
女
勝
部

鳥
女
が
罪
を
赦
さ
れ
て
本
郷
へ
還
さ
れ
る
こ
と
を
記
す
。

 
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
安
貴
王
と
八
上
采
女
は
と
も
に
不
敬
の
罪
を
受
け
、

八
上
采
女
は
本
郷
へ
、
安
貴
王
も
庄
の
あ
る
本
郷
へ
と
還
さ
れ
た
と
考
え
る
の

が
妥
当
か
。
或
い
は
、
二
人
が
不
敬
の
罪
を
受
け
そ
の
後
流
刑
と
な
っ
た
こ
と

が
省
略
さ
れ
、
八
上
采
女
が
赦
さ
れ
て
本
郷
へ
還
さ
れ
た
こ
と
の
み
記
し
て
い

る
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
石
上
乙
麻
呂
と
久
米
若
売
の
事
件
で
は
万
葉
集
の
題

詞
に
「
石
上
乙
麻
呂
卿
土
佐
国
に
配
さ
る
る
時
の
歌
三
首
」
（
六
・
一
〇
一
九

～
一
〇
二
三
）
と
の
み
あ
り
、
詳
細
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

 
こ
こ
で
安
貴
王
長
歌
の
「
我
が
た
め
に
 
妹
も
事
な
く
 
妹
が
た
め
 
我
も

事
な
く
」
と
い
う
表
現
は
、
私
の
た
め
に
妹
が
無
事
平
穏
で
、
妹
の
た
め
に
私

も
無
事
平
穏
で
あ
る
よ
う
に
祈
り
を
込
め
た
歌
詞
で
あ
る
が
、
互
い
に
一
緒
に

い
る
こ
と
が
、
互
い
に
と
っ
て
平
穏
無
事
で
は
な
か
っ
た
過
去
を
逆
に
照
ら
し

出
し
て
い
る
。
若
い
王
と
采
女
の
恋
愛
は
本
当
に
律
令
に
触
れ
る
も
の
だ
っ
た

の
か
。
時
代
は
下
る
が
、
家
持
と
娘
子
と
い
う
女
官
の
相
聞
の
歌
の
数
々
は
恋

愛
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
家
持
が
自
ら
に
不
利
な
疑
い
を
持
た
せ
る
よ
う
な
も

の
を
万
葉
集
に
載
せ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
自
由
な
相
聞
歌
が
開
放
的
に
載

せ
ら
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
法
的
規
制
が
厳
し
く
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。

 
『
万
葉
集
私
注
』
は
『
尊
卑
分
脈
』
の
藤
原
浜
成
の
母
の
記
述
に
注
目
し
て

い
る
。
藤
原
浜
弓
は
藤
原
麻
呂
の
子
で
、
神
亀
元
（
七
二
四
）
年
の
出
生
で
、

因
幡
国
八
上
郡
采
女
稲
葉
国
造
気
豆
三
女
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
稲
葉
国
造
気

豆
之
女
と
八
上
采
女
が
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る
の
で
あ
み
。
時
期
的

な
近
さ
と
本
郷
が
玉
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
の
指
摘
で
あ
る
。

 
こ
こ
で
、
安
貴
王
の
長
歌
は
い
つ
ご
ろ
に
詠
ま
れ
た
も
の
か
、
巻
四
の
配
列

に
よ
り
作
歌
年
の
推
定
を
し
て
い
こ
う
。

 
 
 
〈
巻
四
坐
人
名
〉

八
田
皇
女
か

岡
本
天
皇

額
田
王

鏡
王
女

吹
芙
刀
自

田
部
忌
寸
櫟
子

難
整
の
妻
｝
の
相
聞
一
群

安
倍
女
郎

駿
河
采
女

三
方
沙
弥

丹
比
真
人
笠
麻
呂

当
麻
麻
呂
大
夫
の
妻

 
 
〈
年
 
代
〉

仁
徳
朝
か

立
明
天
皇
か
皇
極
天
皇

持
統
朝
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草
嬢

志
貴
皇
子
，

阿
倍
女
郎

中
臣
東
人

阿
倍
女
郎

大
納
言
大
伴
安
麻
呂

 
石
川
郎
女

大
伴
女
郎

後
人
追
同
歌

藤
原
宇
合

藤
原
麻
呂

坂
上
郎
女

 
聖
武
天
皇

海
上
王
（
志
貴
皇
子
の
女
）

大
伴
宿
奈
麻
呂

○
安
貴
王

 
門
部
王

高
田
女
王

笠
金
村

 
 
〃

作
者
未
詳

大
伴
三
依

丹
生
女
王

太
宰
帥
大
伴
旅
人

紀
女
郎
試
論
O

養
老
五
年

養
老
元
年
～
養
老
五
年

養
老
五
年
頃
か

養
老
三
年
以
前

神
亀
元
年

神
亀
二
年

神
亀
五
年

神
亀
五
年

賀
茂
女
王

土
師
水
道

太
宰
大
監
大
伴
百
代

坂
上
郎
女

賀
茂
女
王

太
宰
大
監
大
伴
百
代

太
宰
少
典
山
口
忌
寸
若
麻
呂

筑
前
縁
門
部
石
足

太
宰
大
典
麻
田
陽
春

防
人
佑
大
伴
四
綱

沙
弥
満
誓

大
納
言
大
伴
旅
人

筑
後
守
葛
井
大
成

大
納
言
大
伴
旅
人

大
伴
三
依

余
明
軍

坂
上
大
嬢

坂
上
郎
女

大
伴
稲
公

笠
女
郎

大
伴
家
持

山
口
大
王

大
神
女
郎

坂
上
郎
女
の
怨
恨
歌

天
平
二
年

天
平
二
年

天
平
二
年
～
天
平
三
年

天
平
四
年
か
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佐
伯
東
人
の
妻

佐
伯
東
人

池
辺
王

聖
武
天
皇

高
安
王

八
代
女
王

娘
子

佐
伯
赤
麻
呂

大
伴
四
綱

佐
伯
赤
麻
呂

湯
原
王
（
志
貴
皇
子
の
子
）

娘
子

○
紀
女
郎
の
怨
恨
歌

大
伴
駿
河
麻
呂

坂
上
郎
女

大
伴
三
依

大
伴
坂
上
郎
女

大
伴
駿
河
麻
呂

坂
上
郎
女

市
原
王
（
安
貴
王
の
子
）

仁
王
年
足

大
伴
像
見

安
倍
虫
麻
呂

坂
上
郎
女

天
平
四
年

噂｝

ﾌ
相
聞
歌
群

厚
見
王

春
日
王
（
志
貴
皇
子
の
子
、

湯
原
王

安
倍
虫
麻
呂

坂
上
郎
女

中
臣
女
郎

大
伴
家
持

坂
上
郎
女

大
伴
三
依

大
伴
家
持

安
貴
王
の
父
）

天
平
六
年
以
後
か

 
以
上
の
よ
う
に
三
四
の
作
者
を
巻
頭
よ
り
列
挙
し
て
い
く
と
、
巻
四
は
ゆ
る

や
か
な
編
年
配
列
に
内
容
別
分
類
を
所
所
に
加
え
て
編
集
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
左
表
よ
り
見
れ
ば
、
安
二
王
の
長
歌
は
養
老
年
間
、
特
に
養
老
五

年
以
後
神
亀
元
年
以
前
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
土
屋
文
明
氏
の
『
万
葉

集
私
注
』
の
、
八
上
采
女
と
藤
原
麻
呂
室
因
幡
国
八
上
郡
采
女
稲
葉
国
造
気
豆

之
女
同
一
人
物
説
と
い
う
指
摘
が
魅
力
的
に
浮
上
し
て
く
る
。
雌
紐
王
と
八
上

采
女
と
の
関
係
が
、
不
敬
罪
と
な
っ
た
原
因
は
、
采
女
と
の
恋
愛
が
罪
で
あ
る

こ
と
以
上
に
、
藤
原
麻
呂
と
い
う
藤
原
四
兄
弟
の
権
勢
が
大
き
な
要
因
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
安
貴
王
が
復
位
す
る
の
は
天
平
元
年
で
、
「
無
位
阿
紀
王
に
従

五
位
下
」
と
い
う
記
載
が
『
続
日
本
紀
』
に
あ
る
の
に
よ
る
。
こ
の
時
、
藤
原

麻
呂
は
従
三
位
を
賜
っ
て
い
る
。

 
さ
て
こ
の
巻
四
の
配
列
を
み
る
と
き
安
貴
王
の
長
歌
と
紀
女
郎
の
怨
恨
歌
三
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首
と
が
、
か
な
り
離
れ
て
置
か
れ
て
い
る
の
に
気
づ
く
。
安
三
王
の
卓
上
采
女

へ
の
長
歌
は
養
老
五
（
七
二
三
）
年
か
ら
神
亀
元
（
七
二
四
）
年
頃
の
も
の
と

考
え
ら
れ
、
紀
女
郎
の
三
首
は
天
平
四
（
七
三
三
）
年
以
後
天
平
六
（
七
三
五
）

年
以
前
の
作
で
、
そ
の
間
九
年
か
ら
十
二
年
の
時
間
の
隔
た
り
が
あ
る
。
し
か

も
安
仁
王
は
天
平
元
年
に
は
復
位
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
天
平
元
年
時
よ
り

紀
女
郎
の
怨
恨
歌
は
少
な
く
と
も
四
年
後
の
作
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
安
貴
王

と
父
上
采
女
と
の
不
敬
事
件
が
紀
女
郎
の
怨
恨
歌
三
首
の
直
接
的
な
原
因
と
は
．

考
え
が
た
い
。
あ
ま
り
に
も
時
間
が
離
れ
す
ぎ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
 
三

 
さ
て
、
紀
女
郎
の
怨
恨
歌
に
つ
い
て
み
て
い
ぎ
だ
い
。

 
 
 
紀
女
郎
の
怨
恨
の
歌
三
首
簸
鰍
致
峡
勃
敏
肋
空
を
小
鹿
と
い
ふ
。

 
①
世
の
中
の
女
に
し
あ
ら
ば
我
が
渡
る
痛
背
の
川
を
渡
り
か
ね
め
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
六
四
三
）

 
②
今
は
我
は
わ
び
そ
し
に
け
る
息
の
緒
に
思
ひ
し
君
を
ゆ
る
さ
く
思
へ
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
六
四
四
）

 
③
白
た
へ
の
多
角
る
べ
き
日
を
近
み
心
に
む
せ
ひ
音
の
み
し
泣
か
ゆ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
六
四
五
）

 
紀
女
郎
の
右
の
三
首
は
、
巻
四
の
配
列
よ
り
推
定
す
れ
ば
、
天
平
四
年
か
ら

六
年
ま
で
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
四
の
配
列
に
加
え
て
、
翠
玉
の
春
相
聞
の

配
列
を
見
る
と
、

 
 
大
伴
家
持
よ
り
坂
上
大
頭
へ
の
懸
歌

 
 
大
伴
田
村
大
嬢
よ
り
坂
上
大
鯛
へ
の
歌

 
 
大
伴
坂
上
郎
女
歌

 
 
笠
女
郎
よ
り
大
伴
家
持
へ
の
歌

紀
女
郎
試
論
の

 
 
紀
女
郎
歌

 
 
天
平
五
年
八
三
月
笠
金
村
歌

 
 
藤
原
広
嗣
歌

と
な
っ
て
お
り
、
巻
四
の
歌
人
・
の
並
び
と
重
な
っ
て
く
る
部
分
が
多
い
。
大
伴

家
持
と
坂
上
大
嬢
と
の
相
聞
往
来
の
始
ま
る
天
平
四
、
五
年
と
同
じ
期
に
、
紀

女
郎
の
歌
は
位
置
し
て
お
り
、
怨
恨
歌
の
配
列
と
重
な
る
。
こ
の
配
列
照
合
か

ら
、
紀
女
郎
の
怨
恨
歌
三
首
は
天
平
四
年
か
ら
五
年
に
作
ら
れ
た
と
い
う
と
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
安
貴
王
の
妻
と
注
記
し
て
い
る
の
は
こ
の
三
首

の
み
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
後
す
ぐ
に
家
持
と
の
歌
の
贈
答
が
始
ま
る
。
安
三
王

と
紀
女
郎
と
の
婚
姻
は
い
つ
の
頃
か
定
か
で
は
な
い
。
私
は
、
江
上
采
女
と
の

不
敬
事
件
の
後
の
こ
と
と
考
え
る
。
天
平
元
年
に
安
貴
王
は
無
位
よ
り
従
五
位

下
と
な
る
の
で
、
お
そ
ら
く
そ
の
頃
に
妻
と
な
っ
た
と
推
測
す
る
。
安
貴
王
が

二
十
六
歳
前
後
、
紀
女
郎
が
初
婚
と
し
て
十
六
歳
頃
。
そ
の
後
怨
恨
歌
が
詠
ま

れ
る
の
が
天
平
四
、
五
年
頃
。
紀
女
郎
二
十
歳
か
ら
二
十
一
歳
。
そ
れ
か
ら
し

ば
ら
く
し
て
家
持
が
相
聞
歌
を
贈
り
始
め
る
が
、
年
齢
と
し
て
は
家
持
よ
り
五

歳
の
年
齢
差
で
あ
る
。
通
説
で
は
十
歳
以
上
年
が
離
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
そ

の
相
聞
往
来
が
も
っ
と
も
頻
繁
に
な
る
の
は
天
平
十
二
年
以
後
で
あ
り
、
そ
の

時
紀
女
郎
二
十
八
歳
、
適
当
な
年
齢
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
十
代
か
ら
二
十
代

に
か
け
て
の
五
歳
の
年
齢
差
は
か
な
り
開
き
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

 
さ
て
怨
恨
歌
三
首
に
戻
ろ
う
。
紀
女
郎
の
怨
恨
歌
三
首
に
つ
い
て
は
評
価
も

様
々
で
あ
る
。
特
に
①
の
六
四
ご
歌
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
諸
説
あ
り
定
ま
ら

な
い
。
こ
の
解
釈
の
揺
れ
ば
何
な
の
か
。
「
猜
り
よ
が
り
の
歌
」
（
武
田
祐
吉
『
万

葉
集
全
註
釈
』
）
（
「
廻
り
く
ど
い
言
い
方
」
（
土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』
）
と

し
て
表
現
の
ま
ず
さ
の
み
で
片
付
け
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
「
廻
り
く
ど
さ
」
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の
裏
に
こ
の
歌
が
も
た
ら
す
張
り
つ
め
た
情
感
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
問
い
を
抱
き
つ
つ
怨
恨
歌
に
つ
い
て
を
考
え
て
い
き
た
い
。

 
六
四
三
歌
を
読
む
と
す
ぐ
に
但
馬
皇
女
の
次
の
歌
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

 
 
 
但
馬
皇
女
、
高
市
皇
子
の
宮
に
在
す
時
に
、
窮
か
に
穂
積
皇
子
に
接
ひ
、

 
 
 
事
既
に
形
は
れ
て
作
ら
す
歌
一
首

 
 
人
言
を
繁
み
言
痛
み
己
が
世
に
い
ま
だ
渡
ら
ぬ
朝
川
渡
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
・
一
一
⊥
ハ
）

 
勿
論
、
文
学
的
素
養
の
深
い
紀
女
郎
が
こ
の
歌
を
踏
ま
え
て
作
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
天
平
時
代
の
中
央
氏
族
の
女
郎
達
は
万
葉
集
の
古
歌
を
学
ぶ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲

こ
と
を
教
養
の
一
つ
と
し
て
い
た
。

 
但
馬
皇
女
の
歌
の
沈
痛
な
情
趣
と
女
郎
歌
は
、
「
己
が
世
に
い
ま
だ
渡
ら
ぬ

朝
川
渡
る
」
↑
↓
「
世
の
中
の
女
に
し
あ
れ
ば
我
が
渡
る
痛
背
の
川
を
渡
り
か

ね
め
や
」
と
、
「
言
痛
み
」
「
朝
川
渡
る
」
↑
↓
「
我
が
渡
る
痛
背
の
川
」
と
響

き
合
い
重
な
り
合
っ
て
独
自
の
情
感
を
か
も
し
出
し
て
い
る
。
但
馬
皇
女
の
歌

が
穂
積
皇
子
と
の
密
通
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
よ
り
、
障
害
の
多
い
恋
愛
へ
の

た
め
ら
い
や
恐
れ
を
表
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
が
、
こ
れ
は
続
く
二
首

と
の
関
連
か
ら
考
え
て
も
会
得
の
恋
で
は
な
く
、
別
れ
ね
ば
な
ら
な
い
恋
へ
の

執
着
や
惑
乱
を
歌
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
伊
藤
博
氏
は
『
万
葉
集
繹

注
』
で
、
「
こ
の
三
首
に
特
定
の
相
手
が
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
し
て
、
「
怨

恨
」
を
主
題
と
し
、
「
三
首
、
時
間
に
つ
れ
て
思
い
が
深
ま
っ
て
ゆ
き
、
組
み

立
て
た
歌
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
題
詞
に
紀

女
郎
が
安
藩
王
の
妻
と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
怨
恨
歌
の
み
で
あ
り
、

以
後
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
私
は
こ
だ
わ
り
た
い
。
ま
た
、

こ
の
怨
恨
歌
の
す
ぐ
後
か
ら
家
持
と
の
相
聞
歌
の
往
来
が
始
ま
る
。
そ
う
す
れ

ば
、
紀
女
郎
は
天
平
四
、
五
年
に
は
安
受
認
と
別
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
名
指
事
第
一
・
1
1
「
妻
妾
の
粁
犯
せ
ら
ば
Y
亦
減
組
す
る
こ
と
得
じ
。
官
有

 
 
ら
ば
、
各
除
免
・
官
当
の
法
に
従
へ
よ
」

 
名
例
律
第
一
・
1
3
「
凡
そ
五
位
以
上
の
妾
、
犯
せ
る
こ
と
八
虐
に
非
ず
は
、

 
 
流
罪
以
下
、
蹟
を
以
て
論
ず
る
こ
と
聴
せ
」

 
雑
律
2
2
逸
文
「
凡
そ
輸
す
る
は
徒
一
年
。
夫
有
る
は
徒
二
年
」

と
あ
り
、
比
較
的
自
由
な
婚
姻
関
係
の
上
代
社
会
で
も
こ
の
法
の
効
力
は
貴
族

社
会
か
ら
徐
々
に
浸
透
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
石
上
乙
麻
呂

の
例
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
「
名
斎
串
第
一
・
1
1
」
や
同
1
3
の
律
も
実
際

に
効
力
が
あ
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
紀
女
郎
と
家
持
と
の
相
聞
歌
の
往
来
も
、
紀

女
郎
が
安
貴
王
と
離
別
し
た
後
で
な
け
れ
ば
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
か

ら
、
こ
の
怨
恨
歌
は
安
貴
王
と
の
別
れ
を
詠
ん
だ
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

 
さ
て
歌
の
解
釈
で
あ
る
が
、
六
四
三
歌
に
つ
い
て
は
様
々
で
あ
り
、
主
な
解

釈
を
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

 
「
世
間
普
通
の
女
で
あ
っ
た
ら
私
の
渡
る
向
背
川
を
こ
ん
な
に
渡
り
か
ね
る

事
が
あ
り
ま
せ
う
か
」
（
澤
潟
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』
）
の
解
釈
に
類
似
す
る
の

だ
が
、
武
田
祐
吉
『
万
葉
集
全
註
釈
』
の
「
世
間
の
女
だ
っ
た
ら
、
私
の
渡
る

痛
背
川
の
川
を
渡
り
か
ね
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
」
、
木
下
正
俊
『
万
葉
集

全
注
 
巻
第
四
』
の
「
世
間
並
み
の
女
で
あ
っ
た
ら
わ
た
し
が
渡
っ
て
い
る
三

組
の
川
を
渡
れ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
、
『
小
学
館
古
典
全
集
』
の
「
世
の
常

の
女
だ
っ
た
ら
わ
た
し
が
渡
る
痛
背
の
川
を
渡
り
き
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
か
」
「
実
際
は
、
作
者
は
世
間
一
般
の
女
で
な
い
か
ら
渡
れ
な
い
で
い
る
こ

と
を
い
う
。
私
だ
け
は
夫
の
裏
切
り
を
我
慢
で
き
な
い
と
い
う
寓
意
」
、
同
じ

く
歌
の
寓
意
ま
で
踏
み
込
ん
だ
土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』
の
「
世
間
普
通
の
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女
で
あ
る
な
ら
ば
、
吾
が
渡
る
痛
背
の
川
を
渡
り
か
ね
は
す
ま
い
が
、
吾
は
美

に
去
ら
れ
て
居
る
の
で
、
其
の
連
想
の
あ
る
此
の
川
を
ば
渡
り
が
た
く
す
る
の

で
あ
る
」
。

 
作
者
の
緊
迫
し
た
感
情
の
揺
れ
を
読
み
込
ん
だ
『
岩
波
古
典
大
系
』
（
旧
版
）

の
「
世
間
普
通
の
女
で
あ
れ
ば
、
思
い
に
耐
え
か
ね
て
私
の
渡
る
穴
師
川
を
、

誰
で
も
思
い
き
っ
て
渡
っ
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
」
等
。

 
さ
ら
に
窪
田
空
穂
『
万
葉
集
評
釈
』
で
は
「
こ
の
世
に
生
き
て
み
る
女
で
あ

る
限
り
は
、
今
吾
が
渡
っ
て
み
る
痛
背
の
河
を
渡
る
と
い
ふ
こ
と
を
し
か
ね
よ

う
か
、
し
か
ね
は
し
な
い
」
「
歌
は
女
郎
が
、
痛
点
の
河
を
渡
り
な
が
ら
発
し

た
感
慨
で
、
一
方
で
は
そ
の
事
の
尋
常
で
な
い
の
を
思
い
つ
つ
、
同
時
に
他
方

で
は
、
こ
れ
は
當
然
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
吾
の
み
の
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

こ
の
世
に
生
き
て
み
る
女
で
あ
る
限
り
、
誰
し
も
せ
ず
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
と
、
そ
の
こ
と
を
押
返
し
て
肯
定
し
た
心
の
も
の
で
あ
る
…
…
強
い
感

情
と
理
性
と
の
溶
け
合
っ
て
み
る
歌
」
と
評
価
す
る
。

 
ま
た
へ
伊
藤
博
『
万
葉
集
繹
注
』
は
「
私
が
も
し
世
の
常
の
女
で
あ
っ
た
な

ら
、
渡
る
に
つ
け
て
『
あ
あ
、
あ
な
た
』
と
私
が
胸
を
痛
め
る
痛
言
の
川
、
こ

の
川
を
渡
り
か
ね
て
た
め
ら
う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
け
っ
し
て
あ
り
ま
す
ま

い
」
の
意
。
．
「
自
分
の
方
か
ら
川
を
渡
っ
て
で
も
逢
い
に
行
く
と
い
う
の
が
恋

に
お
ち
い
っ
た
世
の
常
の
女
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
…
…
そ
の
世
の

女
の
行
為
も
な
し
え
な
い
自
分
の
立
場
を
恨
ん
で
い
る
。
女
が
川
を
渡
る
こ
と

に
は
世
間
の
妨
害
に
抵
抗
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
が
当
時
の
習
い
」
喝

 
こ
の
よ
う
に
諸
説
多
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
世
の
中
の
女
」
と
い
う
表
現

を
ど
う
受
け
と
め
る
か
で
解
釈
が
分
か
れ
て
く
る
。
「
世
の
中
」
と
い
う
表
現

は
万
葉
集
に
は
四
十
四
例
あ
る
。

紀
女
郎
試
論
O

 
世
の
中
の
人
の
言
葉
と
思
ほ
す
な
ま
こ
と
そ
恋
ひ
し
逢
は
ぬ
日
を
多
み

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
二
・
二
八
八
八
）

 
…
…
世
の
中
の
 
人
の
嘆
き
は
 
相
思
は
ぬ
 
君
に
あ
れ
や
も
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
五
・
三
六
九
こ

 
玉
な
ら
ば
手
に
も
巻
か
む
を
う
つ
せ
み
の
世
の
人
な
れ
ば
手
に
巻
き
か
た
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
七
二
九
 
坂
上
大
嬢
）

 
世
の
中
の
苦
し
き
も
の
に
あ
り
け
ら
し
恋
に
あ
へ
ず
て
死
ぬ
べ
き
思
へ
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
七
三
八
 
坂
上
大
嬢
）

の
よ
う
な
用
い
方
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
世
の
中
」
と
私
と
い
う
対
比
で

用
い
ら
れ
る
場
合
、
「
世
の
中
」
の
私
も
そ
の
一
人
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
る

場
合
に
分
け
ら
れ
る
。
紀
女
郎
の
「
世
の
中
の
女
に
し
あ
れ
ば
」
と
い
う
表
現

は
、
「
世
の
中
の
女
」
と
「
私
」
と
い
う
単
な
る
対
比
で
は
な
く
、
窪
田
空
穂

氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
「
こ
の
世
に
生
き
て
い
る
女
で
あ
る
か
ぎ
り
は
」
と
い

う
把
え
方
が
説
得
力
が
あ
る
。
一
方
で
夫
と
離
別
す
る
事
の
尋
常
で
な
い
こ
と

を
思
い
な
が
ら
、
他
方
で
は
世
の
常
の
こ
と
と
言
い
聞
か
し
て
い
る
。
「
こ
の

世
に
生
き
て
み
る
女
で
あ
る
限
り
、
誰
し
も
せ
ず
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ

る
と
、
そ
の
こ
と
を
押
返
し
て
肯
定
し
た
心
の
も
の
で
あ
る
…
…
強
い
感
情
と

理
性
と
の
溶
け
合
っ
て
み
る
歌
と
い
へ
る
」
と
い
う
空
穂
評
釈
の
指
摘
は
、
こ

・
の
歌
の
伝
え
る
感
情
の
う
ね
り
を
言
い
当
て
た
も
の
で
あ
る
。

 
ま
た
、
「
痛
背
川
」
に
つ
い
て
は
穴
師
川
の
こ
と
で
、
桜
井
市
穴
師
を
流
れ

る
巻
向
川
で
あ
る
。

 
 
痛
足
川
川
波
立
ち
ぬ
巻
向
の
弓
月
が
岳
に
雲
居
立
つ
ら
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
七
・
一
〇
八
七
 
人
麻
呂
歌
集
）

 
 
巻
向
の
痛
足
の
川
ゆ
行
く
水
の
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
ま
た
か
へ
り
見
む

〆
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（
七
・
一
一
〇
〇
 
人
麻
呂
歌
集
）

 
 
 
 
 
ア
ナ
シ

と
詠
ま
れ
、
痛
足
川
と
も
表
記
さ
れ
て
い
る
。
紀
女
郎
は
こ
こ
で
痛
背
と
い
う

表
記
に
変
え
て
い
る
。
渡
る
の
に
足
を
痛
め
る
よ
う
に
渡
り
に
く
い
痛
足
川
と

「
ツ
ラ
キ
心
ヲ
歯
型
ノ
名
二
寄
セ
、
離
レ
行
事
ヲ
渡
ル
ニ
寄
セ
タ
ル
カ
」
と
い

う
『
万
葉
代
匠
記
』
の
指
摘
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。
穴
師
川
を
渡
る
と
い
う
実

体
験
を
詠
ん
だ
と
す
る
よ
り
も
こ
れ
が
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
て
こ
そ
、

こ
の
歌
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。
万
葉
後
期
の
歌
人
は
す
で
に
実
景

だ
け
で
な
く
比
喩
的
表
現
を
も
駆
使
し
て
詠
む
術
を
獲
得
し
て
い
る
。
六
四
三

歌
は
、
動
揺
す
る
感
情
を
見
据
え
て
、
そ
の
心
情
の
機
微
を
で
き
る
だ
け
正
確

に
歌
い
出
そ
ヶ
と
し
、
そ
の
た
め
に
比
喩
等
を
用
い
て
複
雑
に
交
錯
す
る
感
情

を
盛
り
込
ん
だ
た
め
に
、
か
え
っ
て
歌
を
難
解
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
彼
女
が
抱
え
込
ん
だ
現
実
の
重
さ
、
内
省
の
深
さ
が
類
型
的
発
想
を
突
き

破
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
躊
躇
と
混
惑
、
怖
れ
と
決
断
の
意
志
と
い
っ
た
感

情
の
，
葛
藤
を
六
四
三
歌
が
読
み
込
も
う
と
し
た
か
ら
こ
そ
、
次
に
続
く
二
首
目

の
歌
の
悲
し
み
が
生
き
て
く
る
。
 
 
 
，

 
②
今
は
我
は
わ
び
そ
し
に
け
る
息
の
緒
に
思
ひ
し
君
を
ゆ
る
さ
く
思
へ
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
六
四
四
）

「
今
は
我
は
」
と
い
う
表
現
は
他
に
集
中
三
例
あ
り
、

 
 
今
は
我
は
死
な
む
よ
我
妹
逢
は
ず
し
て
思
ひ
渡
れ
ば
安
け
く
も
な
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
二
・
二
八
六
九
）

 
 
今
は
我
は
死
な
む
よ
我
が
背
恋
す
れ
ば
一
夜
一
日
も
安
け
く
も
な
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
二
・
二
九
三
六
）

 
 
今
は
我
は
死
な
む
よ
我
が
背
生
け
り
と
も
我
に
寄
る
べ
し
と
言
ふ
と
い
は

 
 
な
く
に
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
六
八
四
 
坂
上
郎
女
）

集
中
の
他
の
三
首
は
と
も
に
類
似
し
て
い
る
が
、
紀
女
郎
の
歌
は
巻
十
二
の
歌

の
「
今
は
我
は
」
と
い
う
表
現
を
用
い
つ
つ
も
、
そ
れ
に
続
く
各
句
は
独
自
の

展
開
を
し
て
い
る
。

 
「
ゆ
る
さ
く
思
へ
ば
」
の
「
ゆ
る
す
」
は
集
中
に
他
に
七
例
あ
る
。

 
 
白
た
へ
の
袖
の
別
れ
は
惜
し
げ
ど
も
思
い
乱
れ
て
許
し
つ
る
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
二
・
三
一
八
二
）

 
 
…
…
ま
そ
鏡
 
磨
ぎ
し
心
を
 
許
し
て
し
 
そ
の
日
の
極
み
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
六
一
九
 
坂
上
郎
女
）

 
 
ま
そ
鏡
磨
ぎ
し
心
を
許
し
て
ば
後
に
言
ふ
と
も
験
あ
ら
め
や
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
六
七
三
 
坂
上
郎
女
）

「
ゆ
る
す
」
は
ゆ
る
め
る
と
い
う
意
か
ら
派
生
し
て
許
す
、
手
放
す
等
の
意
乏

な
る
。
六
四
五
歌
に
も
っ
と
も
近
い
用
い
方
は
十
二
・
三
一
八
二
歌
で
あ
る
。

命
に
か
け
て
思
っ
て
い
た
君
を
手
放
す
こ
と
を
思
ふ
と
い
う
歌
意
も
第
一
首
の

六
四
三
歌
の
葛
藤
が
詠
み
取
ら
れ
て
こ
そ
哀
切
に
響
い
て
く
る
。

 
③
白
た
へ
の
袖
回
る
べ
き
日
を
工
み
心
に
む
せ
ひ
音
の
み
し
泣
か
ゆ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
・
六
四
五
）

 
そ
の
点
、
第
三
首
、
六
四
五
歌
は
、
先
の
十
二
・
三
一
八
二
歌
か
ら
の
影
響

が
強
く
、
他
に
も

 
 
白
た
へ
の
袖
の
別
れ
を
難
み
し
て
荒
津
の
浜
に
宿
り
す
る
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
十
二
・
三
二
一
五
）

等
の
類
型
的
表
現
、
発
想
を
引
き
継
い
で
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
紀
女
郎
の

独
自
の
感
情
の
発
露
や
個
性
的
な
歌
い
方
は
す
っ
か
り
消
え
て
、
類
型
的
発
想
．

か
ら
抜
け
出
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
深
い
諦
め
と
、
感
情
の
沈
潜
化
が
、
古

歌
の
類
型
的
情
趣
へ
と
感
情
を
埋
め
る
こ
と
を
促
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
世
の
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中
の
女
」
の
類
型
的
悲
し
み
に
寄
り
そ
い
、
類
型
的
表
現
、
発
想
の
中
に
埋
没

す
る
こ
と
で
、
個
の
感
情
を
静
め
る
働
き
を
第
三
首
は
成
し
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
に
三
首
は
、
離
別
へ
の
葛
藤
、
決
断
と
悲
し
み
、
締
感
と
、
自
ら

の
感
情
の
推
移
を
詠
ん
で
紀
女
郎
独
自
の
怨
恨
歌
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

先
行
古
歌
の
享
受
に
よ
る
情
趣
や
表
現
の
摂
取
、
自
ら
の
心
情
を
見
据
え
て
独

自
の
表
現
を
模
索
す
る
試
み
が
、
三
首
に
は
交
錯
し
て
お
り
、
彼
女
の
文
学
的

素
養
の
深
さ
と
個
性
的
な
才
能
が
す
で
に
窺
え
る
の
で
あ
る
。

〔
注
〕0

『
万
葉
集
』
の
本
文
は
小
島
憲
之
 
木
下
正
俊
 
佐
竹
昭
広
校
注
『
日
本

 
古
典
文
学
全
集
』
（
小
学
館
）
に
よ
る
。

①
佐
伯
有
清
編
『
日
本
古
代
氏
族
事
典
』
（
雄
山
閣
出
版
）

②
中
西
進
『
万
葉
の
世
界
』
（
中
公
新
書
）

㈹
吉
田
孝
『
大
系
・
日
本
の
歴
史
3
』
（
小
学
館
）

ω
井
上
光
貞
 
関
晃
 
土
田
直
鎮
 
青
木
和
夫
校
注
『
律
令
』
（
『
日
本
思
想

 
大
系
』
岩
波
書
店
）

㈲
桜
井
満
「
家
持
を
め
ぐ
る
女
性
た
ち
」
（
『
万
葉
集
講
座
第
六
巻
』
有
精
堂
）

 
澤
潟
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
巻
第
四
』
（
中
央
公
論
社
）

㈲
土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
第
二
』
（
筑
摩
書
房
）

ω
「
戸
令
第
八
・
2
4
」
の
「
凡
そ
男
の
年
十
五
。
女
年
十
三
以
上
に
て
、
婚

 
嫁
聴
せ
」
（
『
律
令
』
と
あ
る
の
と
、
坂
上
大
嬢
が
大
伴
家
持
に
嫁
い
た
年

 
齢
が
十
五
、
六
歳
で
あ
る
こ
と
よ
り
推
定
し
た
。

㈹
拙
稿
「
大
伴
家
持
を
め
ぐ
る
相
聞
歌
群
（
こ
l
l
女
郎
歌
の
諸
相
一
」

 
（
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会
『
日
本
文
学
研
究
第
三
〇
号
』
）
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紀
女
郎
試
論
e


